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令和６年度定期総会において、引き

続き会長職を拝命いたしました揚石哲

司と申します。昨年、新型コロナウィ

ルス感染症への対応が変更され、多く

の事業が再開される中、会員の皆様も

お忙しい日々を送られ、戸惑いも感じ

ていることとお察しいたします。

また、インターネットや生成ＡＩの

急速な発展により、真実か見分けの付

かない情報があふれ、その中でＰＴＡ

の在り方、存在意義、そして何の、誰

のためにＰＴＡ活動や地域活動をする

のか、など多くの疑問や厳しいご意見

を頂いております。このような状況だ

からこそ、私たち栃木県ＰＴＡ連合会

は、本来のあるべき姿である“子ども

たちの、そして会員さんの幸せのた

め”に力を、心を合わせていくべき団

体としてブレることなく、皆様ととも

にしっかりと地に足をつけて、歩みを

続けていく所存です。

“子育て”という今しか出来ない期

間限定のプレミアムな時間。やがて

ＰＴＡを卒業した後に、これまでの

経験がかけがえのない心の財産とし

て人生の拠り所となること、そして

“大変だったけど、やって良かった”

と思えるような日が来ることを信じ

て、子ども達や学校、地域のために

日夜頑張っていらっしゃる全ての皆

様が笑顔で幸せになるよう、ともに

協力し合いながらこれからも一緒に

楽しみ、進んで行きましょう。

引き続き温かいご理解とご支援、

ご協力をお願い申し上げ、ご挨拶と

させて頂きます。どうぞ宜しくお願

い致します。（会長 揚石 哲司）

PTA
PARENT TEACHER
ASSOCIATION

令和６年度役員
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第７２回日本ＰＴＡ全国研究大会 

第５６回関東ブロック研究大会 

川崎大会 
ウェルビーイングの実現を、川崎の地から～活かそう「縁」の力～ 

⽇本ＰＴＡ全国研究⼤会ならびに関東ブロック研究⼤会が
８⽉２３⽇（⾦）２４⽇（⼟）川崎市とどろきアリーナにて盛
⼤に開催されました。⼤会スローガンである【ウェルビーイン
グの実現を、川崎の地から〜活かそう「縁」の⼒〜】を掲げ、
参加者が⼀つの会場に集い、様々な共有をしながら学び、その
⼤切さを感じられる場となりました。（事務局 松本） 

「ウェルビーイングを学んで」 
今回、特に感じたのは「場をつくる」ことでした。 
ＰＴＡ活動は、⾃⼰犠牲や奉仕精神のような感覚になりやすい印

象があります。講演では幸せの循環の重要性、そのための「場」と
しての学校を作ることで⼦ども達が幸せで充実した⽣活を過ごす
ことが出来るという話を学びました。 

保護者として⼦ども達が幸せを感じる社会を作るために、学校と
いう共通の「場」を通じて、まずは⾃分達が「充実した活動」を⾏
っていくことの重要性を再認識出来ました。（副会⻑ 揚⽯達也）

 

⼤⼈が変われば⼦供も変わる！ウェルビーイングの社会実装 
講師 吉⽥⽥タカシ⽒（トーキョーコーヒー代表） 

勉強の⼤切さってわかる？普通にして！ついつい⼦どもに⾔っ
てしまう⾔葉は⼦どもたちの教育の邪魔をしている。物事には正
解があると教えられてきたことを⾃由に感覚から学ぶことで安⼼
や⾃信から⽣まれる意欲こそが重要でこれからの⼦どもたちに⽋
かせない意識づけになるでしょう。⼦どもの意欲を⼀本の⽊にた
とえ『安⼼＋⾃信＝⾃⼰肯定感』が根っこにあれば『意欲』の幹
がすくすく伸び、⼤きな成⻑を遂げるでしょう。との⾔葉に感銘
を受けました。  （副会⻑ ⿊澤亨） 

  

 

 

全体会参加者集合写真 

吉田田タカシ氏 
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広報紙が変わる 広報紙編集講習会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川上真由美氏 

菊池京子氏 広報紙展示 ワークショップでの発表風景 
 
 

令和 6 年 6 ⽉ 19 ⽇（⽔）に県内のＰＴＡ広報担
当者を対象とした広報紙編集講習会が開催されま
した。午前の部では株式会社スキットの川上真由美
⽒、渡邊⼤翼⽒をお招きし、初の「ＷＥＢ版での 
ＰＴＡ広報紙作成の講習」が⾏われました。 

◇ＷＥＢ版について読者、作者にとってのメリッ
トとデメリット 
◇ＷＥＢ版での注意点 
◇個⼈情報の取り扱い 
◇ホームページの作り⽅ 
などを、分かりやすく教えていただきました。 
講習を受けるまではペーパーレスによるコスト

削減のメリットがある⼀⽅、導⼊に対して、様々な
知識と技術が必要ではないか？また作成ツールの
操作に慣れるまで時間がかかるのでは？と懸念を
していましたが、具体的なセキュリティ対策や著作
権や肖像権に対する注意、作成ツールの操作⽅法を
聞き⼤変参考になりました。 

 
 

作成ツールの操作⽅法を聞き⼤変参考になり
ました。 

午後の部では元トチペ編集⻑の菊池京⼦⽒を
お招きし「ペーパー版でのＰＴＡ広報紙作成の
講習」から 
広報紙作りの流れ 編集会議〜配布まで 紙
⾯、誌⾯の構成を学びました。 
 取材や原稿作成の⽅法、⾒出しの書き⽅や編
集のノウハウを丁寧に教えていただき⼤変勉強
になりました。 
 【ＰＴＡはパット 楽しむ あたし】⾃分た
ちが楽しんで活動をすることにより、ＰＴＡ活
動って楽しそう 
って感じる広報紙を作成するようにとアドバイ
スをいただきました。 
 ＷＥＢ版、ペーパー版ともに、講師から知識
や技術、⼼構えを教えていただき、とても有意
義な講習会となりました。（理事・情報委員 ⼤
野孝之） 

午後の部では元トチペ 
編集⻑の菊池京⼦⽒を 
お招きし「ペーパー版での 
ＰＴＡ広報紙作成の講習」 
から 
◇広報紙作りの流れ  
◇編集会議〜配布まで 
紙⾯、誌⾯の構成を学びました。 
 取材や原稿作成の⽅法、⾒出しの書き⽅や編集の 
ノウハウを丁寧に教えていただき⼤変勉強になりま
した。 
 【ＰＴＡはパット 楽しむ あたし】⾃分たちが楽
しんで活動をすることにより、ＰＴＡ活動って楽しそ
うって感じる広報紙を作成するようにとアドバイス
をいただきました。 
 ＷＥＢ版、ペーパー版ともに、講師から知識や技術、
⼼構えを教えていただき、とても有意義な講習会とな
りました。（理事・情報委員 ⼤野孝之） 
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令和５年度⽇本ＰＴＡ全国協議会 

国内研修事業 in 渡嘉敷村 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
   
 国際交流プログラムでは、「幸せとは何か」というテーマについて話し合いました。私
たちの班では「幸せとは、みんな平等でみんな公平であるこ
と」という意⾒にまとまりました。平等や公平について深く考
え、意⾒を交わし、発表をしました。この話合いで、違う個性

を持つ⼈たちと向き合うには、しっかり⾃分の考えをもつことが⼤切だと思いました。
全国に友達ができるのはめったにないことだし、誰にでも経験できることではないと思
います。今回、このような貴重な体験をさせてくれた家族や、企画してくださったたくさんの⽅々に感謝します。
そして、どんな出会いも⼤切にしていきたいです。         

 那須塩原市⽴三島中学校 ３年 保苅 希空 

 
 

国内研修事業に参加して 
 

沖縄研修に参加した五⽇間、たくさんの⼈との出会いや沖縄なら
ではの⾃然や⽂化に触れ、⾃分を成⻑させることができたと実感し
ています。 

活動の中で⼀番⼼に残っているのは、新垣徹さんが継承に取り組
んでいる沖縄⽂化の⼀つ、慶良間太⿎です。⽬の前での演奏を聴いた時の迫⼒や、全⼒で⽂化
を楽しむ慶良間太⿎同志会の皆さんの姿に強く⼼を打たれました。講話の中で最も⼼に響いたのは「地域の魅⼒を
感じ、地域とともに成⻑する」という、沖縄を⼼から愛する新垣さんの熱い思いです。ゼロから⽣み出した慶良間
太⿎という伝統⽂化を、後世へ継承しようと務める新垣さんの思いに触れ、私⾃⾝も⾃分の住む地域や⾝近なとこ
ろに⽬を向けて、⼩さな気付きから変えていくことの⼤切さを学ぶことができました。 

この研修を通して、協⼒や積極的なチャレンジの⼤切さも改めて感じました。私の班では「協⼒して楽しむ五⽇
間」という⽬標を⽴てて活動に取り組みました。⽕起こしや国際交流プログラムでの発表を始めとする様々な場⾯

で、「協⼒」することを忘れずに全員で取り組み、成功した喜びを全員で分かち合うこと
ができました。チャレンジでは苦⼿な発表にも積極的に取り組み、⾃分⾃⾝を⼤きく成
⻑させることができました。これからの⽣活の中で、協⼒そしてチャレンジが必要とな
ってくる場⾯は何度もあると思いますが、この研修を通して感じた思いを忘れずにこれ
からの活動に励んでいきたいです。 

那須町⽴那須中学校 ３年 平⼭ 宗⼀郎 

私がこの⽇本ＰＴＡ国内研修事業に参加したい
と思ったのは、たくさんの⼈と関わってコミュニケ
ーション能⼒を向上させるとともに、全員初対⾯と
いう状況の中で、どのような振る舞いができるのか
⾃分⾃⾝を試してみたいと思ったからです。また、
沖縄の⽂化や魅⼒に触れて、感じて、私が住んでい
る栃⽊県との違いを体験してみたかったからです。    
特に印象深かったのは、海洋研修と国際交流プロ 

グラムでした。海洋研修では
シュノーケリングや⼤型カ
ヌー、カヤックの体験をしま
した。沖縄の海に潜り、サン
ゴの美しさに感動しました。 

また、沖縄の魅⼒は海だけでなく琉球王国時代から
続いている伝統芸能や楽器などがあり、歴史がたく
さん詰まっている素敵なところだと感じました。 

国際交流プログラムでは、「幸せとは何か」という
↗ 

テーマについて話し合いました。  
私たちの班では「幸せとは、みんな
平等でみんな公平であること」と
いう意⾒にまとまりました。平等
や公平について深く考え、意⾒を
交わし、発表をしました。この話し 
合いで、違う個性を持つ⼈たちと向き合うには、しっ
かり⾃分の考えをもつことが⼤切だと思いました。全
国に友達ができるのはめったにないことだし、誰にで
も経験できることではないと思います。今回、この様 
な貴重な体験をさせてくれた家
族や、企画してくださったたく
さんの⽅々に感謝します。そし
て、どんな出会いも⼤切にして
いきたいです。   

沖縄研修に参加した五⽇
間、たくさんの⼈との出会
いや沖縄ならではの⾃然
や⽂化に触れ、⾃分を成⻑
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させることができたと実感しています。 
活動の中で⼀番⼼に残っているのは、新垣徹さん

が継承に取り組んでいる沖縄⽂化の⼀つ、慶良間太
⿎です。⽬の前での演奏を聴いた時の迫⼒や、全⼒で
⽂化を楽しむ慶良間太⿎同志会の皆さんの姿に強く
⼼を打たれました。講話の中で最も⼼に響いたのは
「地域の魅⼒を感じ、地域とともに成⻑する」 

 

新垣さんの思いに触れ、私⾃⾝も⾃
分の住む地域や⾝近なところに⽬
を向けて、⼩さな気付きから変えて
いくことの⼤切さを学ぶことがで
きました。 

この研修を通して、協⼒や積極的
なチャレンジの⼤切さも改めて 
感じました。私の班では「協⼒して楽しむ五⽇間」と
いう⽬標を⽴てて活動に取り組みました。⽕起こしや
国際交流プログラムでの発表を始めとする様々な場
⾯で、「協⼒」することを忘れずに全員で取り組み、成
功した喜びを全員で分かち合うことができました。チ
ャレンジでは苦⼿な発表にも積極的に取り組み、⾃分
⾃⾝を⼤きく成⻑させることができました。これから
の⽣活の中で、協⼒そしてチャレンジが必要となって
くる場⾯は何度もあると思いますが、この研修を通し
て感じた思いを忘れずにこれからの活動に励んでい
きたいです。 

という、沖縄を⼼から愛す
る新垣さんの熱い思いです。
ゼロから⽣み出した慶良間
太⿎という伝統⽂化を、後世
へ継承しようと務める↗ 
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シリーズ⑤

ＰＴＡに対する想いを聞いちゃいました

ＰＴＡ新聞Ｐ4

那須烏山市立荒川小学校
校長 田島 弘行 先生
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昨
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役
員
会
に
お
い
て
、
『
時
間

と
労
力
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
！
』
と
い
う
方
針
を
掲

げ
、
持
続
可
能
で
地
域
に
適
し
た
規
模
の
組
織
・
活
動
の

在
り
方
を
全
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
検
討
し
ま

し
た
。
検
討
の
結
果
、
新
規
事
業
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
を
導
入
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
早
速
、
朝
礼
台
の
再
塗

装
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
る
方

が
現
れ
、
朝
礼
台
は
見
違
え
る
ほ
ど
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
組
織
体
制
を
学
年
委
員
二
名
と
本
部
役
員
五
名
に

改
編
し
、
さ
ら
に
六
つ
の
各
種
委
員
会
を
廃
止
し
て
ス
リ

ム
化
を
図
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
広
報
誌
や
会
員
研

修
、
役
員
割
当
て
に
よ
る
研
修
参
加
な
ど
の
事
業
を
廃
止

で
き
、
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
余
剰
金
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の
減

額
や
活
動
の
充
実
に
充
当
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
学
校
と
保
護
者
が
協

働
し
な
が
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
更
な
る
進
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
編
集
後
記
】
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報
副
委
員
長

加
藤
優
子
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お

読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
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今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
多
く
の

皆

さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
順
調
に
進
ん

で
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
学
び
の

場
が
広
が
っ
て
い
る
様
子
や
保
護
者
の

皆
さ
ま
の
想
い
を
共
有
す
る
機
会
と
な

れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
新
聞
に
よ
り
、
多
く
方
々
が
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に
関
心
を
持
ち
新
た
な
気
づ

き
や
さ
ら
な
る
参
加
の
動
機
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
常
の

忙
し
さ
の
中
で
ふ
と
立
ち
止
ま
り
活
動

の
意
義
や
可
能
性
を
改
め
て
見
直
す

き
っ
か
け
と
し
て
役
立
つ
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
お
忙
し
い
中
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
、
情
報
委
員
一

同
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
号
は
３
月
１
日
発
行
予
定
で
す

きれいになった朝礼台

～ご案内～

【子育てセミナー2024】
令和６年１１月８日（金）

12：30～15：00（開場12：00）

宇都宮市文化会館（大ホール）

講師 小島慶子氏

※申し込みにつきましては、

この後各校にご案内するととも
に、本会のホームページに掲載
いたします。
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